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SPSS について 

１． SPSS（底質中懸濁物質含有量）調査（モニタリングサイト 1000）  
  調査定点の底質を持ち帰って、試料希釈し透視度を測定、算出。  
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砂をかきまぜると、シルトの舞い上がりは確認できる

見た目ではわからないが、砂をかきまぜるとシルトで水が濁る

一見してシルトの堆積が確認できる

シルトの堆積がよくわかるが、まだ砂も確認できる

底質の見た目は泥そのもの

5 注意して見ると、表層にシルトの堆積を確認できる

　　透視度が悪くなり、サンゴ被度に悪影響が出始める

底質の様子
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極めてきれい

砂をかきまぜても、シルトの舞い上がりは確認しづらい

 
 
２．SPSS の変遷  
（１）【H17 年度】  
   ヨナラ水路一部、クングチ～タマンジュニが 5b 以上であったものの、石西礁湖礁縁

内全体は 3～5a 以下であり、礁縁外はさらに清澄であった。  
（２）【H18 年度】  
   ヨナラ水路全体、クングチ周辺～タマンジュニ～シラマーグー～コハマノアガリ～

小浜島東、ウーラービシ、新城島下地西礁池、竹富島南沖礁、ウーロービシ～カタ

グヮー礁地内が 5b 以上であった。  
（３）【H19 年度】  

ほぼ H17 年度と同じ状況（ヨナラ水路一部、クングチ周辺）であったものの、黒島

北西礁、メービシ、ウーラービシが 5b 以上であった。  
（４）【H20 年度】  

ほぼ H17 年度と同じ状況（ヨナラ水路一部、クングチ～タマンジュニ）であったも

のの、小浜島東、竹富島南沖礁が 5b 以上であった。  




